

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た。しかし安全領域では、北東アジア多国安全対話は 20 世紀 1990 年代になって初めて実
践段階に入った。たとえば 1993 年に設立された北東アジア協力対話（NortheastAsiaCo-
operationDialogue,NEACD）は、中国・米国・ロシア・日本と韓国が含まれた、国の外
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築いてきた。1972 年の中日国交正常化以来、日本は一貫して中国のもっとも重要な貿易
パートナーである。中韓は国交が成立して以来、両国間の各分野にわたる交流はずっと上
昇趨勢を呈しており、互いにもっとも重要な貿易パートナーとなった。近年来、北東アジ
ア各国の有識者は、それぞれ異なる角度から北東アジア自由貿易区を創設することが、各
国の関係を強めるうえで重要な意義をもっていると認識するようになった。北東アジア地
域の経済協力を深め、最終的に「北東アジア自由貿易区」を構築するに至る構想は、すで
に議事日程に織り込まれている。経済分野における協力は間違いなく政治関係の更なる発
展を推進し、この地域の文化アイデンティティーの構築をも推進することになるというこ
とはもはや疑う余地がない。
　文化交流、特に民間文化交流を強めることによって、相互理解を深め、相互学習して文
化認識の共通性を増強させる。
　文化アイデンティティーは、政治における相互信頼づくりおよび経済交流の強化を通し
て推進することが必要なだけでなく、さらに重要なのは、「文化交流」を通して促進し実
現させなければならないということである。文化交流は経済発展を促進させる戦略として、
すでに数多くの国から重視されるようになった。1980 年代に、日本は国際化戦略を打ち
出し、世界各国、特に北東アジア各国との往来を強めた。各国が対日理解を深めるための
日本学研究活動に対する資金援助を行った。中韓国交が成立してからは、韓国が中国政府
と民間の往来を強め、中韓友好の増進を目的とする韓国学の研究活動を援助した。これら
の政策は、文化交流を通して経済貿易関係の発展を促進させる文化交流戦略だと言える。
日本と韓国はこのような文化交流戦略を通して各国との経済貿易協力を拡大させ、確かな
成果を挙げた。われわれは、このような文化交流戦略が、21 世紀の北東アジア各国経済
協力に対する重要性を認識し、さらにそれが文化を超えるアイデンティティーの構築を促
進する役割を持つと感じた。
　以上述べたように、われわれは北東アジア地域には歴史上強烈な文化同一性が存在して
いることを見て取れる。現代社会は依然として共通の文化遺産を有している。しかし、近
代以来北東アジア主要国家は発展の途中で分かれ、こうした文化アイデンティティーの基
礎をひどく破壊するという結果をもたらした。現代新民族主義の更なる勃興につれて、北
東アジア文化アイデンティティーへの道のりはより困難になった。各国政府が今後ともに
努力することで、長期にわたり、北東アジア国家を困惑させた歴史上の遺留問題を解決す
ることに尽力し、共通認識を拡大し、それぞれ自国の極端な民族主義情緒に対しては、コ
ントロールして正しい方向に導く。さらに、その基礎の上に、北東アジア平和における相
互信頼体制を構築する。経済がもっとも活発な要素であるため、政治発展はしばしば相対
的に遅れを取り、文化心理の変化が深層の民族記憶にまで影響するために、それを変える
ことは最も難しい。だからこそ、北東アジア各国が経済協力を推進することによって、北
東アジア経済一体化の進展を加速させ、北東アジア自由貿易区を創り、北東アジア各国の
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人民の自由な往来を実現させなければならない。経済における交流と協力を通して、北東
アジア各国が政治における信頼関係作りを推進させ、政治的連絡を強め、最終的には北東
アジア地域文化アイデンティティーの構築を推進させるのである。
 （邱燕凌訳）
